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歯科医師の倫理綱領 

─  表紙に寄せて  ─ 

　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 

　9月を過ぎ最近ようやく秋めいてきましたが、
それでも日中は汗ばむような陽気が続いてい
ます。先日幼稚園の運動会に出かけました。
子供達が玉入れしている時のスナップ写真です。
一生懸命に的をめが
けて投げているのが
伝わってきます。み
んな頑張れファイト
ファイト！　（H.Y） 



編　  集　  後　  記 

Kumashi  KaihouKumashi  Kaihou

／2007年10月15日発行 

／堤　直文 

／社団法人　熊本県歯科医師会 
〒860 0863 熊本市坪井2丁目4‒15

2007 熊本県歯科医師会広報誌  N0.618

2007年10月15日 

No.618

2007

10

表 

熊本県歯科医師会 

先日、太刀魚釣りに委員会のメンバーで
出かけました。 
当日は、台風接近の中、理事の一声で釣

行（強行）実施。日頃の行いが良かったの
か曇天では有りますが、波もなく風も穏や
かでした。船釣りの初心者がほとんどで、
事前に酔い止め服用、アルコール類も一切
とらず万全の体制で臨みました。釣果は、
20数匹メンバーの全員が釣り上げる事が
出来ました。船頭さんに感謝（Ｎ．Ｔ） 
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○熊本県歯科技工士試験委員会委員の推薦に

ついて

松岡拓治理事､ 伊藤明彦理事､ 高松尚史理

事､ 松永久学術委員会委員長

２. 名義後援・共催・協賛依頼
○ ｢歯の健康ランド｣ (新樹会)

○ ｢手足の不自由な子どもを育てる運動｣

(熊本県肢体不自由児協会)

○ ｢子育て応援団 すこやか2008｣ (ＫＫＴ／

熊本県民テレビ)

○ ｢第36回熊本県人権教育大会｣ (熊本県人

権教育研究協議会)

○日本口腔外科学会ＥＣＣトレーニングサイト

○ ｢Ｙｅｓ. ＲＫＫ Ｌｏｎｇ Ｌｉｆｅ 2007｣

(ＲＫＫ／熊本放送)

○ ｢ 第20回くまもと摂食・嚥下研究会｣ (く

まもと摂食・嚥下研究会)

３. 新潟県中越沖地震被災者への義援金募金
(８月17日締め切り)
111名の会員からの491,000円の募金を日歯

へ送金した｡

４. 美里町集中豪雨見舞金
５万円の寄付を８月16日に熊日へ持参した｡

そのことが８月18日付けの熊日朝刊に掲載さ

れた｡

５. 第46回全日本学校歯科保健優良校表彰の
推薦・審査結果
本会から山鹿市立千田小学校を推薦したと

ころ､ 日学歯より優良校として表彰する旨の

通知があった｡

６. 職員人事
○平成19年８月17日付

奥村和久 (学院課) 栄典担当を命ずる

船津 潤 (総務課) 栄典担当を解く

吉川祐香 (総務課) 国保課 (徴収担当)

を命ずる

○平成19年８月10日付 平江和子 (国保課)

退職

７. 給与規程の改正
職員の職別に新しく部長と嘱託を設けた｡

さらに役付手当の額も一部変更した｡

８. 旅費の口座振込
事務の簡素化のために､ 本会役員と委員会

委員の旅費・日当を口座振込にすることとし

た｡ ただし､ 県外の出張旅費及び日当は現状

のまま手渡しとする｡

９. 各会計７月末現況

10. その他
○今後､ 後期高齢者への対応などで､ 歯科医

師に対する要介護者等の口腔ケアに関する

講演依頼などが増えてくる可能性がある｡

そのため､ すぐに対応できるような資料を

作成して欲しいとの要望があった｡

協協 議議：：
１. 新入会員の承認について [承認]
一般会員２名､ 親子会員１名､ 特別会員２

名の入会を承認した｡

２. 平成19年度臨時代議員会の会務現況報告
について [承認]
提出された報告書で臨時代議員会に臨むこ

ととし､ 訂正等あれば､ 30日 (木) までに事

務局へ申し出ることとした｡

３. 平成19年度臨時代議員会の日程資料につ
いて [承認]
提出された資料で臨時代議員会に臨むこと

とし､ 訂正等あれば､ 30日 (木) までに事務

局へ申し出ることとした｡ なお､ 執行部より

議長･副議長に対して､ 代議員会議事規則に

沿った運営をしていただくよう要請があった｡

４. 県歯会の課題について [継続]
それぞれの課題について､ 各担当責任者間

で打合せを行ってもらい､ 次回常務理事会

(９月10日) までに企画書にして提出するこ

ととした｡

５. 三地区役員連絡協議会の提出協議題につ
いて
何か協議題があれば､ 浦田専務理事へ申し

出ることとした｡

６. 医療安全管理マニュアルについて [承認]
提出されたマニュアルを全会員へ発送する

こととし､ 訂正等あれば､ 30日 (木) までに

事務局へ申し出ることとした｡

７. その他
○７月19日 (木) 熊本市社保説明会と８月24

日 (金) 渡辺日歯常務理事の講演内容の音

声ファイルが､ 本人の承諾なく熊本市会員

のホームページ上にアップされていた｡ 熊

本市歯会としては事態を重くみて､ 対応を

理事会で協議することとした｡ 本会として

は､ 熊本市歯会の動向を見守ることとした｡

８. ９月当面の行事予定について
小島副会長により確認がなされた｡

(広報 宮坂 圭太)
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日歯代議員会と総会 (９月13日､ 14日に開

催) に県歯常務として､ オブザーバーとして

参加してきた｡ いささか緊張気味の新歯科医

師会館の初訪問となった｡ 横山大観の富士山

の絵があるロビーで受付をすませ､ 階段を降

りたところが地下と思いきや１階大ホールで､

既に各県の会長､ 専務が着席し､ 執行部席に

は堤日歯副会長が着席されていた｡

はりつめた緊張感の中で開会の宣言がなさ

れ代議員会がスタートし､ 松田議長の進行に

より粛々と会が進行された｡ 第１日目午後１

時より社会保険事務局技官に係る贈収賄事件

での ｢会員の除名処分について｣ の議案で審

議延期の動議が提出され､ 45分間の大激論の

末､ 賛成50対反対63で動議が否決された｡

さて､ 本題の除名審議にも一時間の論争が

あり､ 議長判断により無記名投票の結果､ １

―日歯代議員会・総会―

日日歯歯代代議議員員会会､､ 初初のの会会員員除除名名処処分分をを可可決決
総総会会でではは除除名名処処分分否否決決

名が賛成92反対37で､ もう１名が賛成76反対

55で除名処分が可決された｡ 大久保会長以下

執行部の国民に対して苦渋に満ちた一大決心

の表れで､ 日歯の自浄作用をアピールする意

味もあると思われる｡ このあと他の協議や地

区代表質問10件と個人質問39件 (翌日持ち越

し25件) の質疑応答が行われ､ 第一日目は６

時30分に終了した｡ その間休憩は55分のみで

オブザーバーの私でも､ まさに ｢へとへと｣

の状態でした｡

翌９月14日の午後1時からの総会は､ 東京

都会員の多数の参加があり､ 混乱が予想され

た｡ 総会出席者の身分照会が厳重に行われ､

席を指定され開催された｡

｢会員の除名処分について｣ の議案に東京

都会員などから反対の意見が続出したが､ 大

久保会長は理路整然と答弁されていた｡ 終わ

りなき論争で帰りの時間になったので後ろ髪

を引かれる思いで空港へと向かった｡ 堤副会

長を含め日歯執行部の大変さを痛感した｡

(常務 西野隆一)

編集部注：総会では無記名投票で反対130賛

成63 (白票4)､ 反対133賛成63

(白票３) で両氏の除名処分は否

決された｡

石井みどり参議あいさつ

������������
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８月個別指導報告

平成19年８月に､ それぞれ６歯科医療機関の個別指導がウェルシティー熊本で行われた｡

主な改善指摘事項は､ 下記の通りである｡

１) 上顎大臼歯､ 1根だけを残してのヘミセクションは認められません｡

２) ＦＣＫセット後の咬調は算定できません｡

３) レセプト提出後､ 病名漏れがあったとして再度同月のレセプト提出は認められません｡

同月にレセプトが２枚あることになります｡

４) 口衛指の交付文書内容については､ パソコンによる文書であっても患者ごとに具体的な

記載をするようにしてください｡

５) 休日診療の当番時に自院の患者を呼び､ 診療し休日加算を算定しています｡ 休日加算を

算定する場合は緊急性があるかどうかを考慮に入れてください｡

６) 主訴がPの急発で来院し､ その後P検査､ 歯周治療せずに補綴を行っています｡ 極力Pの

治療を終了しその後補綴を行ってください｡

７) ５月にパノラマを撮影し､ ６月にデンタルを55点で算定しています｡ その場合は45点で

請求してください｡

８) 精密検査を行った際は､ プラークチャートも実施してください｡

９) 根貼を行った場合の症状経過がカルテに記載されていません｡ 症状経過を記載してくだ

さい｡

10) カルテは行為の順に記載してください｡

11) 切開は症状､ 術式､ 切開線の長さも記載してください｡

12) パソコンのカルテ記載は手書きを交えてもよいのでしっかり記載してください｡

13) 矯正に必要なレントゲンは保険請求できません｡ (不必要なパノラマ)

14) 調Bは調整部位とその内容､ 及び検査方法を記載してください｡

尚､ ９月の個別指導は８歯科医療機関に対して実施される予定である｡

(社保 中嶋 敬介)

個別指導の現場から(No.32)



―学術講演会―

８月14日歯科医師会館
市会議室において八代市で
開業されている犬童会員を
講師に招き､ 学術講演会が
行われました｡ お盆休み明
けの暑い日でしたが､ 多数
の先生に参加していただき､
“トラブル無く矯正治療を

行うノウハウについて”の講演をしていただ
きました｡
講演では､ 矯正治療においてトラブルに発

展しそうなケースと､ その原因､ 解決方法を
ケースごとにトラブルとなった歯科医サイド
から､ 患者サイドから､ また解決した矯正医
サイドから分かりやすく話していただきまし
た｡ 部分矯正､ 全顎矯正など､ 一般開業医に

とっても矯正治療は日常の臨床に取り込まれ
てきています｡ その中でトラブルになりそう
な要注意なケースを示していただき､ すぐに
役立つ講演会になりました｡ 犬童会員ありが
とうございました｡

(小野 秀樹)
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すぐに役立つ講演会となった

熊本市

９月１日､ 熊本県歯科医
師会館にて､ 菊鹿合同学術
講演会を開催した｡ 今年は
菊池､ 熊本､ 他の郡市から
も合わせて45名の出席者が

あった｡
今年の講演会は初めて会員発表形式とし､

菊池から３名､ 鹿本から２名の先生に発表し
ていただいた｡ 座長を菊池郡市の林康博会員､
高木公康会員にお願いし､ 演者紹介､ 質疑応
答など講演会をスムーズに進行していただい
た｡ 初めは合志の加藤理恵会員が ｢抜歯後出
血をきたした１例｣ と題して医科との連携の
難しさ､ 問題点について発表された｡ 日々の
歯科診療において如何に患者全身状態の把握
に努めることが重要か､ 改めて考えさせられ
る内容だった｡ 次に､ 植木の清水会員がこれ
までの臨床経験から特に ｢顎位｣ がポイント
になったケースを通じて､ いかに ｢術前の診

査診断｣ が重要か､ ご自身の治療方針を話さ
れた｡ ３番目は菊池の城敦哉会員が ｢プラー
クコントロールを中心とした歯周治療｣ にお
いて､ ｢非外科｣ で治療を行った症例と ｢外
科｣ で治療を行った症例に文献をからめて自
らの臨床を考察された｡ 休憩を挟んだ後は､
菊陽の山口治利会員が５年前から歯周病に本
格的に取り組み､ その中で重度歯周炎が治まっ
てきた初めての症例を紹介された｡ 最後に､
山鹿の森会員が ｢安心・安全な歯科医療を求
めて｣ のテーマで独自の院内システムを､ 症
例を交えて発表された｡
バラエティーにとんだ発表内容に加えて､

身近な先生方の発表は著名な先生の講演と異
なった刺激になったかもしれない｡ 初めての
取り組みではあったが期待していた以上の評
価が得られた｡ 今後の郡市における学術活動
のあり方にひとつの選択肢を加えたのかもし
れない｡ (千々岩俊之)

―菊鹿合同学術講演会―

症例発表を終えてにっこり！

���������������������
菊池･鹿本郡市

熱心に聞く聴講者



―熊本県総合防災訓練―

９月２日 (日) 平成19年

度熊本県総合防災訓練が､

球磨村を中心に人吉市を含

め４市町村において､ 関係

市町村・陸上自衛隊・警察・

消防・医師会関係のほか､

熊本県警察医会など65機関から約1500人が参

加して行われた｡

これは､ ｢防災関係機関相互および防災関

係機関と住民等との連携強化｣､ ｢住民の防災

意識の高揚｣､ ｢防災関係機関職員の能率向上｣

を目的とし､ 県が防災週間 (８月30日から９

月５日) に合わせて県内各地域で開催してお

り､ また､ 関係機関の対処能力の向上や国民

保護措置に対する県民の理解促進を図るため､

国民保護実働訓練を併せて実施されるもので

ある｡ 今回は､ 熊本県主催､ 人吉市・錦町・

水上村・球磨村の共催で､ 球磨地域では10年

ぶりに行われ､ 各会場で水害・地震・林野火

災・テロを想定して本番さながらに繰り広げ

られた｡

その中で､ 球磨村総合運動公園において午

前９時30分より行われた検死訓練には､ 熊本

県警察医会 (医科部会・歯科部会)､ 熊本大

学大学院法医学分野､ 熊本県警察本部刑事部

捜査第一課､ 人吉・多良木・水俣・芦北・八

代警察署､ そして､ 人歯会からも熊埜御堂会

長をはじめ､ 警察医会会員の武末憲一会員な

ど10名の先生が訓練に参加した｡ これは､ 震

度６強の地震が発生し､ 家屋倒壊と土砂崩れ

による自動車埋没で死者３名が出たとの想定

で､ ダミー (マネキン人形) を用いて､ 合同

救護所に設置された検死場所において､ 警察

官､ 熊本県警察医会医科部会および歯科部会

会員が連携して検死活動を実施するものであっ

た｡

まず､ 自衛隊による倒壊家屋生存者捜索が

開始され､ 家屋倒壊現場等から合同救護所に

死者３名を搬入､ その後､ 死亡確認が行われ､

直ちに警察・警察医会 (医科部会・歯科部会)

で構成された検死班3班に､ 人歯会会員が分

かれて検死活動が開始された｡

医科による検死に続き､ 上下顎顎骨を用い

て歯科による検死が行われ､ 残存歯や欠損歯､

カリエス､ 充填物､ 補綴物などの口腔内所見

のほか､ 特記事項についてペアを組み､ 注意

深く正確に進められた｡

現場での歯科記録時の注意事項として､ ご

遺体やご遺族に対して礼を失しないことはも

ちろん､ 守秘義務があるので､ 不用意な言動

には注意を要することが挙げられる｡ また､

ペアを交代してもう一度確認することや､ 不

明なものは不明､ 推定は推定にし､ 断定はし

ないことなどが特に重要である｡

炎天下の中行われた防災訓練であったが､

災害時における我々歯科医師の担う責任の重

大さと､ 日頃から防災意識をもつことの重要

さを改めて認識した一日であった｡

(斉藤 健三)

人吉

���������
防災の重要さを認識した日であった
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防災を綿密に打ち合わせした
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“どうかい少しは噛める入れ歯ができるよ

うになったかい”“少しは噛みごたえのある

絵が画けたかい”そんな日頃の冗談話を捩っ

て､ “かめる会”が緒方益夫会員､ 宇治寿康

会員を筆頭に12～13名の熊本県の歯科医師に

よって誕生しました｡

昭和44年初夏の頃､ 『第１回かめる会グルー

プ展』 が､ 戦後当地で草分け的な画廊喫茶・

セルパンで開催され､ 以来今日まで年１回､

小品展を開催しています｡

それから14年後､ 昭和58年に第71回ＦＤＩ

東京大会､ 第15回日本歯科医学総会の開催を

記念し､ 協賛の意を兼ねた ｢全日本歯科医師

会絵画展 (ＤＡＡＪ展)｣ が東京セントラル

美術館で開催されました｡ 全国歯科医師222

名の作品が展示され､ 世界中の参加者から大

喝采を受けました｡ “かめる会”からも12名

の力作が出展され､ 高い評価を頂き､ ＦＤＩ

大会の成功とともにお互い慶びあったもので

す｡

このことがご縁で､ ５年後昭和63年秋､

｢全日本歯科医師絵画熊本展｣ を開催させて

頂くことになりました｡ 皆さんのご協力､ ご

支援を得て山崎数男日歯会長 (当時) はじめ

73名176点の作品が､ 県立美術館メインホー

ルいっぱいに展示され､ 重責を果たすことが

できました｡

その後､ グループ展はセルパンの閉鎖によ

り､ “ギャラリー三点鐘”に移し､ 小山淡花

子さんの一方ならぬお世話で今年９月に第39

回グループ展を終えたところです｡

来年は40周年という節目を迎える年になり

ます｡ “かめる会”もやや高齢化の傾向が見

られ (…絵を画くのに年齢は関係ありません

が…)､ 若い先生へのお誘いを惰っているわ

けでもありませんが､ 先生方も多種目にわた

るスポーツや趣味の世界に分散されているの

でしょう｡ この機会に絵心のある方ぜひ参加

してみてはいかがでしょうか｡

お待ちしております｡

(田中 弥興)

―県歯科医師会絵画同好会―

““かか めめ るる 会会””

絵心のある方の参加をお待ちしております

第39回グループ展 (於 ギャラリー三点鐘)
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①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものですか｡
③他の歯科医院にはない､ 自分の医院の特色は何だと考え
ていますか｡

④今後の抱負は何ですか｡

丸野 克之
熊本県阿蘇郡南阿蘇村

立野199-2
阿蘇立野歯科
①歯科医療と経営につ
いて関心があります｡

②阿蘇立野歯科病院と
十分な連携をとり､ 安心な診療を行い
たい｡
③病院内からの独立のため､ 病院との協
力体制｡
④みんな元気で｡

一一 般般 会会 員員

西山 挙規
熊本市高平３-13-76
たかひら歯科クリニック
①ＣＲ
②正確な治療
③なし
④なし

� �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

林田 充成 先生
平成19年９月15日 ご逝去 89歳�郡市名 熊本市�入会年月日 昭和25年８月１日


